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町
政
を
問
う
！
議
員
９
名
の
一
般
質
問

３月開催

第１回定例会

今さら聞けない議会のコト その今さら聞けない議会のコト その２２

新企画 !!新企画 !!

YOU はどうして上富良野に？YOU はどうして上富良野に？

複
合
拠
点
施
設
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
た

修
正
可
決

表紙：歳出グラフ
表紙：歳出グラフ

修正案動議提出

小学生、中学生もわかる

68 億 2,807 万５千円68億 2,807 万５千円

表紙写真はありません。ご了承ください。

表紙写真はありません。ご了承ください。

予算特別委員会で令和２年度予算　徹底審査‼
議会懇談会新スタイルで実施

今秋より公共下水道料金改正へ
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新年度

予算

・
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ
れ
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
、
単
独
案
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

・
会
期
中
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
を
４
日
間
で
集
中
審
議
し
ま
し
た
。

・
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
合
葬
墓
の
設
置
、
上
富
良
野
町
立
病
院
建
て
替
え
の
財
源
な
ど
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

歳出【目的別歳出の内訳】

一部修正可決一部修正可決

義務的経費

44.6%

その他の経費その他の経費

44.4%44.4%

投資的投資的

経費経費

10.9%10.9%

その他
2,618 万 7 千円

0.4%

人件費
11 億 1,792 万 3 千円

16.4%

扶助費

11 億 4,880 万 1 千円
16.8%

公債費
7 億 8,714 万 7 千円

11.4%

投資的事業費投資的事業費

7 億 4,264 万円7 億 4,264 万円

10.9%10.9%

物件費物件費

10 億 6,482 万 4 千円10 億 6,482 万 4 千円

15.6%15.6%

維持補修費
3,262 万 7 千円

0.5%

補助費等補助費等

12 億 432 万 4 千円12 億 432 万 4 千円

17.6%17.6%

繰出金繰出金

６億 800 万 4 千円６億 800 万 4 千円

8.9%8.9%

出資金・貸付金
9,559 万 8 千円

1.4%

職員給付のほか、議員、各種委員報
酬、特別職給与、共済費など

社会保障の一環として、高齢者、
児童、心身障がい者等に対して
行っている様々な扶助 ( 援助 ) に
要する費用

町債の元利償還金など

道路や学校など公共施設の改築
や改修などを行うための経費

町が支出する消費的性質をもつ
経費で、具体的には賃金、旅費、
維持管理費、委託料など

町が管理する公共用施設等を補
修、維持するための経費

各種団体に対する助成金や一
部事務組合への負担金など

特別会計へ支出する経費

町立病院施設整備に対する
出資や中小企業者、農業者へ
の経営上の資金貸付など

総予算の比較

５％増 ３％増 ６％増

一般会計一般会計

68 億 2,807 万 5 千円68 億 2,807 万 5 千円

一般会計一般会計

64 億 9,700 万円64 億 9,700 万円

総計 113 億 8,594 万 9 千円 (4.75% 増 )

特別会計

32 億 2,252 万 7 千円

総計 108 億 6,945 万 3 千円

特別会計

31 億 1,730 万 7 千円

令和２年度

平成 31 年度

公営企業会計

13 億 3,534 万 7 千円

公営企業会計

12 億 5,514 万 6 千円

※端数整理のため、比率の合計額は整合しない ◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
は
前
年
対
比
５
・
５
％
で
あ

り
ま
す
が
、
地
方
税
収
入
の
大
幅
な
伸
び
が
見
込
め
ず
、
歳

入
の
多
く
を
地
方
交
付
税
の
依
存
財
源
が
占
め
、
優
先
順
位

や
基
金
か
ら
支
消
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
硬
直
化
を
招
か
ぬ
様
に
努
め
、

事
業
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
生
活
支
援
、
健
康
推
進
増
進
策
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
確
保
し
、
幼
児
教
育
無
償
化
を
始
め

と
し
、
町
立
病
院
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
、
公
共
施
設
、

公
共
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
対
応
を
基
本
に
、
各
基
金
か
ら
の

目
的
に
沿
っ
た
繰
入
を
行
い
、
本
年
度
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
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新年度予算

距

会計名 令和２年度予算 前年比

一　般　会　計 68 億 2,807 万５千円 ＋ 5.1％

特　

別　

会　

計

国民健康保険 11 億 9,436 万７千円 ▲ 0.4％

後期高齢者医療 １億 5,016 万３千円 ▲ 2.9％

介護保険 ９億 9,966 万４千円 ▲ 0.5％

ラベンダーハイツ事業 ３億 3,204 万５千円 ＋ 2.9％

簡易水道事業 １億 4,581 万円　＋ 76.8％

公共下水道事業 ４億 47 万８千円 ＋ 10.4％

企 

業 

会 

計

水道事業
収益的支出 １億 7,009 万３千円 ＋ 0.8％

資本的支出 １億 6,508 万２千円 ＋ 42.3％

病院事業
収益的支出 ９億 6,003 万４千円 ＋ 1.2％

資本的支出 4,013 万８千円 ＋ 82.5％

合　計 113 億 8,594 万９千円 ＋ 4.8％

歳入【自主財源と依存財源】

主
要
事
業

【
総
務
費
】　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
モ
ニ
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
事
業
設
計

【
民
生
費
】　
　

障
害
者
自
立
支
援
費
等
、
認
定
こ
ど
も
園
施

　
　
　
　
　
　

設
型
給
付
な
ど
の
社
会
保
障
費

【
衛
生
費
】　
　

町
立
病
院
、
簡
易
水
道
事
業
へ
の
繰
出

【
農
林
業
費
】　

広
域
串
内
道
営
整
備

　
　
　
　
　
　

道
営
農
業
基
盤
整
備
事
業

【
土
木
費
】　
　

橋
梁
修
繕
・
河
川
整
備
、
北
24
号
道
路
改
修

【
教
育
費
】　
　

富
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業

【
公
債
費
】　
　

泉
町
団
地
町
営
住
宅
償
還
開
始

【
給
与
費
】　
　

給
与
改
定

一般会計予算一般会計予算

依存財源依存財源

75.2%75.2%

自主財源

24.9%

町税
10 億 2,796 万 7 千円

15.1%

分担金・負担金
746 万 7 千円

0.1%

繰入金
1 億 6,286 万 1 千円

2.4%

繰越金
4,107 万 5 千円

0.6%

地方交付税地方交付税

28 億 8,900 万円28 億 8,900 万円

42.3%42.3%

国庫支出金国庫支出金

9 億 941 万 9 千円9 億 941 万 9 千円

13.3%13.3%

道支出金道支出金

5 億 9,827 万 7 千円5 億 9,827 万 7 千円

8.8%8.8%

町債町債

2 億 7,060 万円2 億 7,060 万円

4.0%4.0%

諸収入
1 億 9,822 万円

2.9%

各交付金各交付金

3 億 4,060 万円3 億 4,060 万円

5.0%5.0%

その他
1 億 1,447 万 4 千円

1.7%

地方譲与税
1 億 2,390 万円

1.8%

令和２年度令和２年度

地方税法、条例によ
り町民や町内の企業
から徴収する税

特定の事業により利益を受け
る団体・個人から費用の一部
を負担していただくお金

基金 ( 貯金 ) を取り崩
して、繰り入れるお金

使用料・手数料
1 億 4,421 万 5 千円

2.1%

公共施設利用料金のほか、各種証明書の発
行や公共サービスを受ける際の手数料など

前年度の決算により余った
お金を次の年度の財源とし
て繰り越されたお金

法によって、国が国税として徴収
し、一定の基準によって市町村に
譲与される税

自動車取得税交付金や
利子割交付金など、国
に納めたお金の一部

地域の状況により生じる地方税収の差を調
整し、すべての町が一定の行政サービスを
提供できるようにするため、国から町に対
し財源を交付されるもの

国・道が行うべき事業を町へ委
託する場合や、町が行う事業に
対して一定の割合で国・道が補
助する場合に交付されるもの

令和２年度各会計別予算額

町が財政上必要とする資金を
外部から調達するために負担
する債務

収入のうち、国や道に
より定められた額を交
付されたり、割り当て
られたりするもの

町が自主的に収入
できる財源のこと

道が行うべき事業を町へ委託
する場合や、町が行う事業に
対して一定の割合で道が補助
する場合に交付されるもの
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予算特別

委員会

鋸

予算決まる！！予算決まる！！

　
　

出
生
に
お
け
る
支
援
が

必
要
な
家
庭
で
育
児
・
家
事

支
援
が
５
件
、
専
門
支
援
が

８
件
。
継
続
的
な
要
保
護
・

要
支
援
家
庭
が
７
件
で
、
支

援
が
必
要
な
家
庭
が
増
え
た

場
合
は
そ
れ
に
応
じ
て
補
正

を
す
る
。

　
　

現
在
、
本
町
に
お
け
る

対
象
件
数
は
。

　

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
家

庭
が
増
え
た
場
合
の
対
応
は
。

答

73
新規

問

万円

445

　
　

ロ
ケ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
。

運
営
の
主
体
は
。

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

活
動
費

ロ
ケ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

運
営
費

ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
作
成
費
等

新規

問

　
　

ロ
ケ
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
つ

つ
特
産
品
な
ど
も
一
緒
に
売
り
込
む
。

ま
た
撮
影
後
の
権
利
関
係
な
ど
も
扱

う
。
当
面
は
役
場
主
体
で
行
う
が
、

将
来
的
に
は
民
間
事
業
者
等
を
考
慮

し
た
い
。

万円

答

ロ
ケ
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
運
営(

仮
称)

養
育
支
援
訪
問
委
託

670

　
　

周
知
用
看
板
の

設
置
場
所
、
サ
ポ
ー

タ
ー
・
ガ
イ
ド
の
人

数
は
。
ま
た
専
門
員

に
つ
い
て
は
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
協
議
会
活
動
費

解
説
看
板
整
備
費
等

継続

問

　
　

看
板
は
日
の
出
公
園
、
旧
白
銀

荘
に
設
置
予
定
。
現
在
、
サ
ポ
ー
タ
ー

は
10
名
、
ガ
イ
ド
は
７
名
。

専
門
員
に
つ
い
て
は
北
大
大
学
院
卒

の
地
質
研
究
者
を
４
月
よ
り
採
用
。

万円

答

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

新
生
児
聴
覚
検
査
費
補
助

　
　

早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
や
子
ど

も
の
生
活
の
質
に
影
響
が
あ

る
と
言
わ
れ
、
近
年
は
積
極

的
に
検
査
を
導
入
し
て
お
り
、

旭
川
市
内
で
は
殆
ど
の
病
院

が
検
査
機
器
を
導
入
し
て
い

る
。

　
　

新
生
児
聴
覚
検
査
75
名

と
い
う
予
算
だ
が
、
検
査
の

現
状
は
。

答

37
新規

問

万円

　

新
年
度
予
算
は
慎
重
な
審
議
が
必
要
な
た
め
、

３
月
定
例
会
で
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審

議
す
る
よ
う
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
を
除
く

13
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
岡
本
副
議
長
を
委

員
長
に
４
日
間
開
会
し
、
予
算
に
対
す
る
意
見

書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
２
名
の
議
員
か
ら
修
正
案
が
提

出
さ
れ
討
論
・
表
決
を
行
い
、
修
正
案
の
可
決

及
び
修
正
可
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
を
除
く
各
会
計
の
起

立
表
決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
審
議
結
果
を
18
日
の
定
例
会
で
報
告
し
、

委
員
会
の
報
告
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
４
日

間
で
多
く
の
質
疑
が
行
わ
れ
た
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
修
正
案
に
つ
き
ま
し
て
は
６
、

７
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

定
例
会
（
４
日
間
）

R
2
年
度
予
算
案

議
長
を
除
く
13
名
の
委
員
（
議
員
）
で
構
成
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
、
提
出
さ
れ
た
各
会
計
予
算
案
を
審
議
、

討
論
、
表
決
。

予
算
特
別
委
員
会
（
４
日
間
）

定
例
会
（
１
日
間
）

特
別
委
員
会
を
も
と
に

　
　
　

 

予
算
案
を
採
決

委
員
会
付
託

よ
り
審
議
が
必
要

委
員
会
報
告

議
長
に
提
出

※予算審議の流れ
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予算特別委員会

漁

令和２年度令和２年度
新年度予算
使い道

ピックアップ

予算特別委員会で予算特別委員会で

徹底審議 !!徹底審議 !!

日
の
出
公
園
駐
車
場

　
　
　
　
　
拡
張
整
備
事
業

　
　

観
光
の
拠
点
と
し
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
時
は

　
　

駐
車
場
拡
張
の
目
的
と

拡
張
場
所
の
選
定
理
由
は
。

答

60

土
地
鑑
定

用
地
確
定
測
量
費

現
在
の
駐
車
場
で
は
狭
い
た
め
。
ま
た
、

財
務
省
の
土
地
は
競
売
予
定
地
で
い
つ

使
用
で
き
な
く
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状

態
で
、
利
便
性
・
安
全
性
を
考
え
て
公

園
に
隣
接
す
る
土
地
が
適
し
て
い
る
と

考
え
る
。

新規

問

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

の
職
員
体
制
は
２
名
で
１

人
は
社
会
福
祉
士
が
兼
務

す
る
形
だ
か
大
丈
夫
か
。

新規

問
　
　

人
員
配
置
に
つ
い
て

は
令
和
２
年
度
は
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
の
制
度
説
明
業
務
が
主

で
あ
る
た
め
兼
務
の
０
・
３
人
で
大
丈

夫
だ
が
、
令
和
３
年
、
令
和
４
年
度

は
業
務
量
は
増
え
る
と
考
え
て
い
る
。

2392 複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
　

集
客
入
り
込
み
予
測

年
間
18
万
人
の
根
拠
は
。

　

ま
た
、
町
立
病
院
も
建

て
替
え
予
定
だ
が
優
先
順

位
は
。

基
本
設
計

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
費

測
量
・
地
質
調
査
費
等

継続

問

　
　

幹
線
道
路
の
交
通
量
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
算
出
し
た
理
論
的
な
数
字
。

病
院
も
切
迫
し
た
事
業
だ
が
複
合
拠

点
施
設
も
優
先
順
位
の
高
い
事
業
で

あ
る
。

万円

万円

万円

119 農
産
物
加
工
実
習
施
設
管
理

　
　

現
状
の
利
用
実
績
と

利
用
促
進
の
考
え
は
。

継続

問
　
　

年
間
延
べ
約
８
０
０

人
が
利
用
し
て
お
り
主
に

パ
ン
や
み
そ
、
豆
腐
を
作
っ

て
い
る
。
ベ
ー
コ
ン
な
ど

レ
ス
ト
ラ
ン
の
商
品
開
発

に
使
わ
れ
た
実
績
も
あ
る

が
、
現
在
は
利
用
者
も
高

齢
化
し
て
き
て
利
用
は
減

少
傾
向
に
あ
る
。

　

利
用
促
進
に
関
し
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

万円

答答

答

713 上
富
良
野
中
学
校
楽
器
整
備

　
　

購
入
し
た
楽
器
の
保

管
場
所
は
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
て
い
る
の
か
。

新規

問
　
　

現
在
、
上
富
良
野
中

学
校
に
は
第
一
音
楽
室
と

第
二
音
楽
室
の
二
か
所
あ

り
、
そ
の
内
の
一
か
所
を

吹
奏
楽
部
専
用
と
し
て
使

用
し
て
お
り
、
そ
こ
に
大

型
楽
器
等
を
置
い
て
い
て
、

保
管
場
所
と
し
て
問
題
は

な
い
。

万円

答

※千円以下は切り捨てで表記しています。

※
修
正
と
な
り
ま
し
た
。
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禦

解
説　

一
般
会
計
予
算
一
部
（
複
合
拠
点
施
設
に
関
す
る
予
算
）
修
正
案
可
決

◯
総
事
業
費　

約
10
億
円

◯
年
間
入
込
客
数　

約
18
万
人

◯
立
地
場
所　

未
定

《
施
設
配
置
イ
メ
ー
ジ
》

　
　
　
　
　

①
物
産
ス
ペ
ー
ス　

②
情
報
発
信　

③
ト
イ
レ

　
　
　
　
　

④
子
ど
も
ス
ペ
ー
ス　

⑤
加
工
調
理
室

　
　
　
　
　

⑥
多
目
的
ホ
ー
ル　

⑦
イ
ベ
ン
ト
広
場
ほ
か

―
今
回
修
正
さ
れ
た
事
業
及
び
事
業
費
―

◯
事
業
名　

複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業　

◯
事
業
費　

２
千
３
９
２
万
５
千
円

◯
趣
旨　

　

町
の
産
業
振
興
、
交
流
促
進
の
拠
点
と
な
る
複
合
施
設

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
に
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
施
設
・
機
能
配
置
・
施
設
運
営
の
手
法
・

建
設
地
に
つ
い
て
町
民
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
た
検
討

を
行
い
、
測
量
調
査
・
地
質
調
査
を
含
め
、
建
築
部
分
・

外
構
部
分
の
基
本
設
計
を
実
施
す
る
。

◯
財
源
内
訳

　

一
般
財
源
１
千
８
９
２
万
５
千
円　

　

道
支
出
金
５
０
０
万
円

◯
修
正
動
議　

　

中
瀬
実
委
員　
　
　

荒
生
博
一
委
員

◯
修
正
内
容　

　

歳
出
予
算
、
２
款
総
務
費
・
１
項
総
務
管
理
費
・
９
目
地

　

方
振
興
費
に
係
る
上
富
良
野
町
地
域
活
性
化
拠
点
づ
く
り

　

事
業
、
２
千
３
９
２
万
５
千
円
を
、
皆
減
修
正
す
る
も
の
。

◯
提
案
理
由
概
要　

・
平
成
30
年
度
予
算
で
は
、
拠
点
施
設
検
討
調
査
費
１
０
０
万

　

円
を
承
認
。

　
　

①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
観
光
案
内
等
）

　
　

②
防
災
機
能
（
防
災
倉
庫
・
避
難
場
所
・
歴
史
伝
承
等
）

　
　

③
農
産
品
加
工
機
能

　
　

④
農
産
物
直
売
機
能

　
　

⑤
そ
の
他
（
行
政
機
能
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ト
イ
レ
等
）

　

上
記
の
項
目
に
つ
き
、
町
民
へ
の
説
明
や
協
議
に
備
え
、

概
略
の
ハ
ー
ド
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
す
る
た
め
、
導
入
機

能
の
内
容
と
規
模
に
つ
い
て
基
礎
調
査
を
行
っ
た
。

・
平
成
31
年
度
予
算
で
は
、
複
合
拠
点
施
設
基
本
構
想
を
含
む

基
本
計
画
策
定
業
務
９
６
０
万
３
千
円
を
承
認
。

産
業
振
興
・
交
流
促
進
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
、

利
用
対
象
、
必
要
な
機
能
、
規
模
、
立
地
等
を
決
定
す
る
基

本
構
想
を
含
む
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う
た
め
に
、
市
場
分

析
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
立
地
調
査
等
に
加
え
、
配
置
計
画
、

整
備
運
営
手
法
の
検
討
、
課
題
整
理
、
町
民
検
討
会
議
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
が
行
わ
れ
た
。

・
令
和
２
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
基
本
設
計
の
予
算
審

議
に
あ
た
り
２
月
26
日
の
総
務
産
建
常
任
委
員
会
で
基
本
計

画
の
概
要
が
示
さ
れ
た
が
、
立
地
場
所
及
び
核
に
な
る
機
能

は
示
さ
れ
ず
、
本
当
に
産
業
振
興
に
つ
な
が
り
、
交
流
の
拠

点
に
な
る
の
か
不
安
を
抱
い
た
。

・
予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
応
答
か
ら
、
施
設
の
目
的
、
機

能
に
つ
い
て
不
確
実
な
点

が
多
々
見
受
け
ら
れ
、
こ

の
施
設
が
上
富
良
野
町
の

活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
り

得
る
の
か
、
町
民
が
ど
の

よ
う
な
も
の
を
求
め
て
い

る
の
か
、
更
に
十
分
な
検

討
を
行
う
べ
き
と
の
考
え

に
至
っ
た
。

・
我
が
町
に
お
い
て
は
町

①

②

③

⑤

⑥

④

⑦

　

予
算
特
別
委
員
会
１
日
目
の
「
複
合
拠
点
施
設
整
備
事
業
」

に
関
し
て
は
、
基
本
計
画
の
概
要
等
を
も
と
に
、
現
状
・
今

後
の
見
通
し
等
、
本
委
員
会
最
多
34
件
の
質
疑
・
答
弁
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
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魚

立
病
院
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
半
数
が
30
年
を
経
過
し
、
大

規
模
改
修
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
中
長
期
財
政
計
画
に
基
づ

き
将
来
を
見
据
え
た
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

・
今
後
に
お
い
て
は
３
月
末
に
正
式
提
供
と
な
る
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
更
な
る
調
査
、
検
討
が
必
要
な
際
に
は
、
再
度
事

業
計
画
、
事
業
目
的
、
積
算
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

事
業
を
慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
は
概
ね
一
致
す

る
も
、
予
算
の
承
認
か
皆
減
か
で
意
見
が
別
れ
討
論
へ

予
算
特
別
委
員
会
報
告　

委
員
長　

岡
本
康
裕

◯
審
査
意
見

　【
一
般
会
計
】

　

①
移
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
更
新
・
改
良
に
つ
い
て
は
、

　
　

民
間
企
業
の
活
用
を
含
め
、
内
容
の
充
実
に
努
め
ら

　
　

れ
た
い
。

　

②
危
険
な
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

　
　

交
通
安
全
対
策
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　【
そ
の
他
】

　
　

町
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
予
算
審
議
が

　

必
要
な
た
め
、
早
期
に
資
料
を
提
供
さ
れ
た
い
。

表
決
及
び
結
果

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
起
立

採
決
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

及
び
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

と
な
っ
た
。

修
正
部
分
以
外
の
一
般
会
計
予
算
及
び
基
金
一
部
支
消
、

各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
案
に
関
し
て
原
案
可
決

定
例
会
５
日
目
（
３
月
18
日
）
に
付
託
案
件
と
し
て
報

告
し
、
賛
成
８
反
対
５
で
一
般
会
計
予
算
修
正
案
可
決

予
算
特
別
委
員
会
閉
会

賛
成
８　

反
対
４　

で
修
正
案
可
決

可
決
さ
れ
た
修
正
部
分
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
案
に
関
し
て
討
論
・
表
決

・
「
あ
っ
た
ら
い
い
施
設
」
か
ら
「
無
く
て
は
な
ら
な
い

施
設
」
に
気
運
が
高
ま
る
ま
で
更
に
熟
議
を
重
ね
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
は
議
員
の
立
場
か
ら
こ
の
事
業
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
を
果
た
し
て
い
く
覚
悟

で
あ
る
。
（
佐
藤
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
消
費
が
落
ち
込
ん
で
い

る
中
、
急
い
で
建
設
す
る
必
要
は
な
く
、
町
民
の
暮
ら

し
と
健
康
を
守
る
た
め
に
病
院
の
建
設
を
最
優
先
す
べ

き
。
（
元
井
）

・
交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
長
期
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
施
設
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
計
画
は
慎
重
に
進
め

る
べ
き
。
（
小
林
）

・
他
の
公
共
施
設
の
現
状
等
も
説
明
し
な
が
ら
、
町
民
の

意
見
を
今
一
度
聞
い
て
か
ら
判
断
し
て
も
遅
く
は
な
い
。

（
荒
生
）

一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き

中
瀬

荒
生中

澤 元
井

佐
川

髙
松

佐
藤

小
林

修正案に賛成

表
決

・
複
合
拠
点
施
設
の
機
能
、
立
地
場
所
、
維
持
管
理
費
な

ど
の
十
分
な
説
明
が
な
く
、
住
民
理
解
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
理
由
で
の
修
正
案
だ
が
、
こ
の
点
は
大
い
に
賛

成
す
る
。
し
か
し
、
公
共
下
水
道
や
子
ど
も
医
療
費
の

補
助
等
、
町
民
負
担
の
軽
減
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い

点
に
触
れ
て
い
な
い
修
正
案
で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

複
合
拠
点
施
設
事
業
に
は
反
対
だ
が
・
・
・

米
沢

修正案に反対
・
歳
入
の
多
く
を
依
存
財
源
が
占
め
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
早
い
段
階
で
の
情
報
提
供
に
努
め
な
が

ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。（
小
田
島
）

・
昨
年
、
基
本
計
画
に
対
す
る
予
算
を
可
決
し
た
議
会
と

し
て
の
責
任
が
あ
る
。
ま
た
町
民
か
ら
の
意
見
を
十
分

に
聞
き
取
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
行
政
は
真
摯
に
執
行

し
て
い
る
。（
金
子
）

・
様
々
な
リ
ス
ク
を
想
定
し
た
上
で
、
複
合
拠
点
施
設
の

事
業
を
行
う
と
い
う
、
町
長
の
並
々
な
ら
ぬ
自
信
と
決

意
を
持
っ
た
予
算
編
成
を
信
頼
す
る
。（
今
村
）

予
定
通
り
進
め
る
べ
き

金
子

今
村

小
田
島

修正案に反対

修
正
部
分
以
外
の
一
般
会
計
予
算
及
び
基
金
一
部
支
消
、

各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
案
に
関
し
て
原
案
可
決
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報
　
告

補
正
予
算

■３月補正予算の状況■

会　　　計　　　名 補　　正　　額 総　予　算　額

一　般　会　計 ２億 9,424 万４千円 73 億 1,599 万８千円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 21 万７千円 13 億 5,025 万６千円

後 期 高 齢 者 医 療 177 万９千円 １億 4,707 万９千円

介 護 保 険 ▲ 6,183 万１千円 ９億 7,848 万８千円

ラベンダーハイツ事業 ７万１千円 ３億 3,506 万９千円

簡 易 水 道 事 業 ▲ 81 万２千円 7,587 万２千円

公 共 下 水 道 事 業 ▲ 407 万８千円 ３億 5,886 万６千円

企
　
業
　
会
　
計

水道事業
収 益 的 支 出 ０円 １億 6,868 万２千円

資 本 的 支 出 ▲ 1,030 万１千円 １億  569 万６千円

病院事業
収 益 的 支 出                ― ９億 5,135 万１千円

資 本 的 支 出 ▲ 123 万８千円 2,255 万５千円

条
　
　
例

　

主
な
補
正
の
概
要
は
、
富
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改

修
に
係
る
実
施
設
計
費
・
ふ
る
さ
と
応
援
モ
ニ
タ
ー
事
業
に

よ
る
寄
附
採
納
及
び
目
的
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
の
増
額
、

各
種
事
業
確
定
に
よ
る
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
千
４
２
４
万
４
千
円
を
追
加

し
、
総
額
73
億
１
千
５
９
９
万
８
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

下
水
道
使
用
料
金
の
改
正

下
水
道
使
用
料
金
の
改
正

　

第
４
回
定
例
会
で
総
務
産
建
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
「
公
共
下
水
道
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ

い
て
審
査
し
、
今
回
の
下
水
道
使
用
料
の

設
定
は
、
本
来
、
経
営
戦
略
で
令
和
８
年

度
時
点
で
一
般
会
計
繰
入
金
総
額
を
現
行

水
準
で
維
持
す
る
た
め
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
経
営
的
に
は
改
定
率
を
14
％
増

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
令
和
２
年

度
７
％
と
５
年
後
の
令
和
７
年
度
７
％
の

２
回
で
改
定
す
る
こ
と
で
住
民
負
担
の
軽

減
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
他
団
体

発
　
　
議

　

北
海
道
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
等
が
他
県
よ
り
遅
れ
て
お

り
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
必
要
な
時
に
医
療
機
関
を
受
診

で
き
る
よ
う
に
、
北
海
道
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
を
北
海
道
に
提
出
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
の

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
の

　
　
　

　
　
　  

　
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

民
法
が
改
正
さ
れ
、
公
営
住
宅
標
準
管
理
条
例
（
案
）
の

一
部
も
改
正
さ
れ
た
た
め
、
保
証
人
制
度
等
の
見
直
し
が
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
連
帯
保
証
人
、
敷
金
、
修
繕
費
に
関

す
る
規
定
等
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
方
針
に
従
い
「
日
常
的
な
医
学
管
理
が
必
要
な
重
介

護
者
の
受
入
れ
」
や
「
看
取
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
等
の
機
能

と
「
生
活
支
援
」
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
『
介
護
医

療
院
』
を
令
和
２
年
７
月
１
日
を
目
途
に
創
設
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
上
富
良
野
町
立
病
院
の
「
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
」（
28
床
）
が
『
介
護
医
療
院
』
に
転
換
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
よ
り
「
日
本

の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
総

合
計
画
及
び
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
双
方
の
整
合
性
を
図
り
修
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

《
令
和
10
年
度
の
人
口
の
予
測
値
及
び
目
標
値
》

予
測
値
：
９
千
５
４
０
人　

→　

８
千
６
５
０
人

目
標
値
：
１
万
６
６
０
人　

→　

９
千
３
８
０
人

第
６
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画

第
６
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画

　
　
基
本
構
想
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
基
本
構
想
の
変
更
に
つ
い
て

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

種別
改正前 改正後

基本料金 超過料金 基本料金 超過料金

一般用 1,257 円 178 円 1,345 円 190 円

浴場用 2,514 円 10 円 2,690 円 11 円

上
富
良
野
町
病
院
事
業
の
設
置
に

上
富
良
野
町
病
院
事
業
の
設
置
に

　
　
　
　  

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

と
の
均
衡
を
考
慮
し
た
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
に
理

解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
判
断
し
、
適
正
と
認
め
る
委
員
会
報

告
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。



議会懇談会・臨時会等
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第
１
回
臨
時
会
（
２
月

第
１
回
臨
時
会
（
２
月
４４
日
開
催
）

日
開
催
）

平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　　

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
10
号)

は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
が
集
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
ふ
る
さ
と
応

援
モ
ニ
タ
ー
事
業
量
増
加
の
た
め
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
千
９
４
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額

70
億
２
千
１
７
５
万
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
部
地
区
土
砂
流
出
対
策
工
事
（
ベ
ベ
ル
イ
川
）

（
Ｒ
１
国
債
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
テ
ー
マ

参
加
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
テ
ー
マ

【
第
１
グ
ル
ー
プ
】

・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

・
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

　

今
後
に
つ
い
て

・
農
業
の
課
題
に
つ
い
て

【
第
２
グ
ル
ー
プ
】

・
複
合
拠
点
施
設
の
進
捗
状

　

況
に
つ
い
て

【
第
３
グ
ル
ー
プ
】

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
町
立
病
院
の
整
備
に
つ
い

　

て
・
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

・
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い

　

て

各グループのテーマ

１グループ；生活基盤

２グループ：産業・観光

３グループ：生活環境、

　　　　　　健康・福祉

４グループ：教育・文化

　

令
和
２
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が

２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
連
合
長
か
ら
行
政
執
行
方
針

が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
補
正
予
算
案
及
び
新
年
度
予
算

案
、
公
共
串
内
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
ほ
か
条
例
案
４
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
を
23
億
１
千
５
２
９
万
８
千

円
（
前
年
度
比
３
億
１
千
８
８
０
万
１
千
円
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
産
業
委
員
会
及
び
文
教
環
境
委
員
会
か

ら
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、「
所
管
施
設
の
運
営
管

理
に
つ
い
て
」
の
事
務
調
査
を
決
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
議
会
懇
談
会
◆

　

平
成
31
年
度
２
回
目
と
な
る
第
11
回
議
会
懇
談
会
を
２
月

14
日
に
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
か
み
ん
」
で
議
員
13

名
が
町
民
31
名
の
皆
さ
ま
と
「
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

・
日
の
出
公
園
駐
車
場
の
整

　

備
に
つ
い
て

・
道
の
駅
に
つ
い
て

・
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い

　

て
・
観
光
振
興
の
取
組
み
に
つ

　

い
て

【
第
４
グ
ル
ー
プ
】

・
上
富
良
野
高
校
の
存
続
に

　

つ
い
て

・
不
登
校
の
現
状
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
老
朽
化
及
び

　

利
用
料
金
に
つ
い
て

・
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

《
懇
談
会
を
終
え
て
》

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
懇
談
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
対
面
方

式
か
ら
４
グ
ル
ー
プ
の
円
卓
方
式
に
し
、
懇
談
テ
ー
マ
を
参

加
者
の
発
言
か
ら
選
択
し
て
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者

全
員
か
ら
活
発
な
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
に
は
、「
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
が
明
確
で
良

か
っ
た
」
、「
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
だ
っ
た
」
等
の
意
見
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町
民
に
と
っ
て
身
近
で
開
か
た
れ
議

会
を
目
指
し
開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

前回の懇談会（対面・円卓型）

今回の懇談会（４つのグループ）



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号

一般

質問

京

一般質問一般質問
９名の議員が町政を問う９名の議員が町政を問う

一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全般一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全般

にわたって執行者の考えをただすものです。にわたって執行者の考えをただすものです。

議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。

詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。

議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

ページ 質 問 議 員 質　　問　　事　　項

11 佐藤　大輔　議員
 ①　合葬墓の設置について

 ②　e スポーツの福祉・産業・教育分野での活用について

12 元井　晴奈　議員  ①　上富良野町立病院建て替えの財源について

13 金子　益三　議員
 ①　給食センターの改修および給食費助成について

 ②　公園等の立木の伐採について

14 小田島　久尚　議員  ①　火山災害の対策について

15 中澤　良隆　議員
 ①　高齢者福祉施設等における介護人材の現状と確保策について

 ②　認定子ども園における保育士等の人材確保について

16 荒生　博一　議員  ①　上富良野町の農業振興策について

17 米沢　義英　議員

 ①　複合拠点施設、町立病院の建設について

 ②　地域カード、キャッシュレスの取り組みについて

 ③　予約型乗合タクシーについて

 ④　学校給食の負担軽減について

18 佐川　典子　議員

 ①　就職氷河期世代（30 ～ 40 代）の正規雇用について

 ②　ふるさと納税を子育て支援に使えるように

 ③　小規模企業振興条例を制定しては

19 髙松　克年　議員
 ①　新型コロナウイルス肺炎への町の対応について

 ②　農業振興について
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一般質問

供

上富良野高校 e スポーツ同好会が使用している PC

－佐藤　大輔　議員－

定住の観点からも合葬墓が必要では

今はそのような考えは
　　　　　　　持ち合わせていない（町長）

お
　
墓

佐
藤
議
員　

新
た
な
認
知
症

予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
e

ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
は
検
討
の

価
値
が
あ
る
の
で
は
。

向
山
町
長　

今
後
、「
ふ
ま

ね
っ
と
運
動
」
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
。

佐
藤
議
員　

e
ス
ポ
ー
ツ
導

入
に
よ
っ
て
身
体
が
不
自
由

な
方
や
、
男
性
の
予
防
活
動

参
加
率
向
上
が
期
待
さ
れ
る

の
で
は
。

向
山
町
長　

予
防
対
策
の
一

つ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
否

定
し
な
い
が
、
囲
碁
や
将
棋

で
も
脳
の
活
性
化
を
図
れ
る
。

佐
藤
議
員　

e
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
地
域
活
性
化
に
寄

与
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で

は
。

向
山
町
長　

興
行
性
が
高
く
、

民
間
か
ら
の
具
体
的
な
提
案

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

佐
藤
議
員　

上
高
e
ス
ポ
ー

ツ
同
好
会
の
存
在
は
大
い
に

志
願
の
動
機
と
な
り
得
る
と

考
え
る
が
。

服
部
教
育
長　

ジ
オ
パ
ー
ク

学
習
と
と
も
に
引
き
続
き
積

極
的
に
支
援
を
し
て
い
く
。

佐
藤
議
員　

e
ス
ポ
ー
ツ
を

高
校
魅
力
度
向
上
に
活
か
す

た
め
に
も
町
民
が
楽
し
さ
や

効
果
を
実
感
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

向
山
町
長　

ア
ン
テ
ナ
を
高

く
張
っ
て
可
能
性
を
探
り
な

が
ら
、
振
興
会
の
活
動
に
お

い
て
応
援
す
る
こ
と
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
。

佐
藤
議
員　

合
葬
墓
設
置
の

町
民
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い

る
。
正
し
い
情
報
提
供
の
も

と
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
早
急

に
実
施
す
べ
き
で
は
。

向
山
町
長　

ご
遺
骨
に
つ
い

て
町
民
か
ら
の
相
談
・
要
望
、

寺
院
関
係
者
か
ら
納
骨
の
ご

苦
労
は
聞
き
及
ん
で
い
な
い
。

佐
藤
議
員　

次
世
代
の
方
に

精
神
的
・
経
済
的
負
担
を
か

け
た
く
な
い
と
い
う
方
が
多

い
。
ま
た
道
内
で
も
設
置
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
。

向
山
町
長　

２
年
前
も
同
様

の
質
問
を
受
け
た
が
、
現
在

も
大
き
な
社
会
的
課
題
と
し

て
動
き
が
あ
る
状
況
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

佐
藤
議
員　

ご
遺
骨
を
町
外

へ
移
動
す
る
方
が
急
増
し
て

い
る
。
先
祖
の
お
墓
参
り
に

わ
が
町
を
訪
れ
る
と
い
っ
た

関
係
人
口
の
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
。
ま
た
合
葬
墓
は
定
住

の
根
拠
に
な
ら
な
い
か
。

向
山
町
長　

今
後
大
き
く
宗

教
観
、
家
族
の
価
値
観
が
変

化
し
た
際
は
考
慮
し
て
い
く
。

昨年５月から受け入れが開始された富良野市の合葬墓

e
ス
ポ
ー
ツ
の
多
分
野
で
の
活
用
を

研
究
課
題
と
し
て
効
果
を

　
　
　
　

見
極
め
た
い
（
町
長
、
教
育
長
）

教　育

注
「
e
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
、
ゲ
ー
ム

を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と

し
て
捉
え
る
際
の
名
称
を
指
す
。



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号

一般

質問

侠

－元井　晴奈　議員－

町立病院建て替えの財源について

北海道防衛局と協議を継続している（町長）

病
　
院

元
井
議
員　

北
海
道
防
衛
局

の
現
病
院
建
設
時
の
補
助
金

約
６
千
５
０
０
万
円
の
返
還

及
び
新
病
院
建
設
の
補
助
金

の
協
議
の
進
捗
状
況
は
。

向
山
町
長　

現
病
院
は
昭

和
54
年
に
総
事
業
費
約

７
億
４
千
２
０
０
万
円
で
建

築
し
、
防
衛
局
よ
り
補
助
金

約
２
億
７
千
６
０
０
万
円
の

交
付
を
受
け
た
が
、
処
分
制

限
期
間
60
年
が
適
用
さ
れ
る

と
、
新
病
院
の
竣
工
年
度
で

あ
る
令
和
７
年
で
残
存
期
間

14
年
分
の
補
助
金
の
返
還
が

生
じ
る
。
補
助
金
の
返
還
が

生
じ
な
い
特
例
措
置
と
し
て

「
構
造
上
危
険
な
状
態
で
耐

震
改
修
工
事
に
よ
る
補
強
が

不
可
能
で
あ
る
場
合
」と「
新

病
院
に
対
し
補
助
金
は
受
け

ず
、
か
つ
防
音
機
能
を
有
し

た
病
院
建
設
の
場
合
」
の
２

点
あ
り
、
い
ず
れ
も
課
題
が

あ
る
が
、
最
善
の
対
応
が
図

ら
れ
る
よ
う
自
ら
出
向
い
て

北
海
道
防
衛
局
と
協
議
を
継

続
し
て
い
る
。

元
井
議
員　

一
つ
目
の
返
還

が
生
じ
な
い
措
置
で
は
耐
震

診
断
で
耐
力
度
不
足
、
改
修

補
強
不
可
能
で
あ
る
こ
と
の

証
明
が
必
須
だ
が
、
そ
の
耐

震
診
断
を
行
う
予
定
は
。

向
山
町
長　

耐
震
診
断
を
す

る
こ
と
に
１
千
万
円
以
上
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
返

還
を
猶
予
し
て
い
た
だ
く
措

置
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

今
、
力
を
注
い
で
い
る
。

元
井
議
員　

町
民
の
皆
様
に

町
立
病
院
建
て
替
え
と
い
う

一
大
事
業
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
、
公
共
施
設
整
備
基

金
に
準
拠
す
る
形
で
新
た
に

新
病
院
整
備
の
た
め
の
基
金

を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

向
山
町
長　

事
業
資
金
を
調

達
す
る
手
法
は
幾
つ
か
あ
る

が
、
大
き
な
投
資
に
は
公
共

施
設
整
備
基
金
を
活
用
す
る

の
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
理

解
し
て
い
る
。

元
井
議
員　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
、
幅

広
く
新
病
院
建
て
替
え
の
資

金
調
達
を
図
っ
て
み
て
は
。

向
山
町
長　

病
院
建
設
に
は

多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
目
標
額
を
設
定
す
る

こ
と
や
達
成
目
標
を
示
す
こ

と
は
困
難
と
思
わ
れ
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
て
の
資
金
調
達
は
馴
染

ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。

元
井
議
員　

ふ
る
さ
と
応
援

モ
ニ
タ
ー
事
業
の
寄
附
目
的

の
一
項
目
と
し
て
病
院
建
設

事
業
を
明
記
し
、
よ
り
的
確

に
寄
附
を
募
る
考
え
は
。

向
山
町
長　

病
院
と
い
う
性

格
上
、
非
常
に
専
門
性
・
公

益
性
が
高
い
事
業
で
あ
り
、

昭和 54 年に建てられた現在の町立病院

ふ
る
さ
と
納
税
は
そ
の
地
域

に
想
い
を
よ
せ
て
い
た
だ
く

方
々
の
想
い
を
納
税
と
い
う

形
で
表
現
す
る
制
度
で
あ
り
、

町
の
P
R
を
兼
ね
て
経
済
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と

に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
る

た
め
、
病
院
建
設
を
選
択
肢

の
一
つ
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
あ
る
程
度
戦
略
的
な

意
味
合
い
が
あ
る
の
で
、
慎

重
で
あ
る
べ
き
だ
と
理
解
を

し
て
い
る
。

ふるさと応援モニター事業の寄附目的の一部



 かみふらの議会だより第１０６号

一般質問

僑

－金子　益三　議員－

公園にある立木の伐採は

適切な管理に努める（町長）

公
　
園

金
子
議
員　

運
用
か
ら
40
年

近
く
経
過
し
て
い
る
施
設
の

改
修
が
望
ま
れ
る
が
行
わ
な

い
か
。
ま
た
生
徒
児
童
に
対

し
て
給
食
費
補
助
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

向
山
町
長　

平
成
21
年
４
月

広
域
連
合
発
足
に
あ
た
り
、

セ
ン
タ
ー
の
集
約
を
将
来
目

標
に
掲
げ
た
が
、
当
面
は
３

施
設
セ
ン
タ
ー
方
式
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は

広
域
連
合
に
お
い
て
検
討
し

て
い
く
。

服
部
教
育
長　

学
校
給
食
法

に
基
づ
き
食
材
に
つ
い
て
は

保
護
者
負
担
、
施
設
・
人
件

費
等
に
関
し
て
は
教
育
委
員

会
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い

る
。
町
で
は
定
額
の
助
成
を

実
施
し
て
、
要
保
護
・
準
要

保
護
世
帯
に
は
全
額
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

金
子
議
員　

近
年
は
ド
ラ
イ

方
式
の
施
設
が
主
流
で
あ
る
。

職
員
の
努
力
に
よ
り
食
中
毒

等
の
事
故
が
防
が
れ
て
い
る

が
や
は
り
安
全
の
た
め
に
も

建
て
替
え
が
必
要
と
考
え
る
。

向
山
町
長　

一
定
程
度
の
改

善
を
図
っ
て
き
た
が
建
物
の

劣
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
事

は
実
感
し
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
訳
に
は
い

か
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

金
子
議
員　

多
子
世
帯
な
ど

に
お
い
て
段
階
的
に
給
食
費

補
助
は
で
き
な
い
か
。

服
部
教
育
長　

現
在
、
定
額

補
助
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。

金
子
議
員　

町
内
の
公
園
に

植
え
て
あ
る
立
木
は
場
所
に

よ
っ
て
古
木
と
な
っ
て
い
る
。

安
全
面
か
ら
も
伐
採
し
な
い

の
か
。

向
山
町
長　

公
園
等
の
日
常

維
持
管
理
は
住
民
会
や
公
共

施
設
環
境
整
備
員
が
巡
回
を

し
、
点
検
管
理
を
し
て
い
る
。

倒
木
の
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
は
、
公
園
を
閉
鎖
す
る

な
ど
の
安
全
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

金
子
議
員　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ

ラ
ザ
横
の
公
園
の
立
木
は
防

犯
上
か
ら
も
伐
採
が
望
ま
れ

て
い
る
。

向
山
町
長　

大
型
テ
ン
ト
周

辺
の
立
木
は
風
雪
に
よ
る
電

線
の
影
響
や
カ
ラ
ス
に
よ
る

通
行
人
へ
の
被
害
も
考
慮
し

て
先
端
部
の
せ
ん
定
・
伐
採

を
行
っ
て
お
り
、
日
の
出
公

園
展
望
台
周
辺
も
以
前
に
せ

ん
定
を
行
っ
て
い
た
が
数
年

経
過
し
て
い
る
の
で
、
必
要

に
応
じ
て
せ
ん
定
を
行
う
。

今
後
、
地
域
の
声
も
聞
き
な

が
ら
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
く
。

セントラルプラザ横の立木

老朽化が進む給食センター

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
食
費
の
助
成
を

広
域
連
合
の
中
で
検
討
さ
れ
る
（
町
長
）

助
成
の
考
え
は
な
い
（
教
育
長
）

教　育



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号

一般

質問

兇

－小田島　久尚　議員－

自主防災組織のネットワークを進める考えは

非常に大事な要素だと思う（町長）

防
　
災

小
田
島
議
員　

突
発
的
な
噴

火
に
よ
る
噴
石
災
害
の
安
全

対
策
と
し
て
、
十
勝
岳
温
泉

及
び
吹
上
温
泉
に
防
災
シ
ェ

ル
タ
ー
を
整
備
す
る
考
え
は
。

向
山
町
長　

十
勝
岳
火
山
噴

火
災
害
へ
の
安
全
対
策
と
し

て
の
防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整

備
に
関
し
て
は
、
平
成
26
年

に
発
生
し
た
御
嶽
山
噴
火
災

害
を
踏
ま
え
、
同
年
11
月
に

北
海
道
、
美
瑛
町
と
連
携
し

て
、
十
勝
岳
に
お
け
る
登
山

者
等
の
安
全
対
策
に
向
け
た

大
型
シ
ェ
ル
タ
ー
１
か
所
と
、

登
山
道
の
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー

６
か
所
の
整
備
を
、
国
直
轄

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
関
係
省
庁
に
対
し

要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

十
勝
岳
温
泉
付
近
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
次
の
段
階

で
の
対
応
課
題
と
捉
え
て
い

る
。

小
田
島
議
員　

避
難
者
の
把

握
対
策
と
し
て
、
避
難
者

カ
ー
ド
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
避
難
者
カ
ー
ド
の
配
布

時
期
は
。

向
山
町
長　

火
山
災
害
対
策

に
お
い
て
、
避
難
準
備
体
制

へ
移
行
す
る
場
合
、
避
難
勧

告
・
指
示
に
よ
る
避
難
や
緊

急
避
難
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

避
難
者
カ
ー
ド
の
作
成
と
住

民
へ
の
配
布
を
行
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初

よ
り
様
々
な
も
の
の
電
子
化

が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

後
、
現
行
の
地
域
防
災
計
画

に
お
け
る
避
難
者
カ
ー
ド
の

発
行
は
行
わ
な
ず
、
見
直
し

を
予
定
し
て
い
る
。

小
田
島
議
員　

大
規
模
な
火

山
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
行
政
の
対
応
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
自
主
防
災
組

織
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重

要
と
考
え
る
。
自
主
防
災
組

織
の
組
織
率
及
び
防
災
士
の

育
成
状
況
は
。

向
山
町
長　

行
政
に
よ
る
対

応
の
み
で
は
被
災
者
の
救
助

や
支
援
活
動
等
に
限
界
が
あ

る
た
め
、
災
害
時
に
お
い
て

自
助
、
公
助
と
と
も
に
地
域

に
お
け
る
共
助
の
仕
組
み
が

重
要
で
あ
る
。
現
在
25
住
民

会
す
べ
て
に
自
主
防
災
組
織

が
作
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
ま
た
、
住
民
会
自
主
防

災
組
織
の
設
立
と
合
わ
せ
、

防
災
士
の
育
成
も
並
行
し
て

進
め
て
き
て
お
り
、
現
在
53

名
の
方
が
資
格
取
得
さ
れ
て

い
る
。

小
田
島
議
員　

今
後
の
課
題

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
、

防
災
士
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
も
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

向
山
町
長　

町
と
し
て
は
、

令和元年度十勝岳噴火総合防災訓練（災害対策本部）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て

お
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
な

要
素
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
な
後
継
者
を
育
成

す
る
過
程
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
お
く
こ
と
は
非

常
に
有
効
に
な
る
。

小
田
島
議
員　

行
政
が
中
心

と
な
り
進
め
て
い
く
考
え
は
。

向
山
町
長　

町
が
積
極
的
に

声
を
出
し
て
い
く
こ
と
は
必

要
だ
ろ
う
と
感
じ
る
。
必
要

性
を
考
え
れ
ば
、
町
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上富良野町ホームページ（防災関係）



 かみふらの議会だより第１０６号

一般質問

競

－中澤　良隆　議員－

保育士等の人材確保に支援策を

応援できる方策が見い出せれば（町長）

子 

育 

て

中
澤
議
員　

高
齢
者
福
祉
施

設
に
お
け
る
介
護
人
材
の
現

状
と
確
保
の
状
況
は
。

向
山
町
長　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
各
施
設
と
も
人
材
確
保

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
基
準
に
基
づ
い
た
人
員

を
確
保
し
た
中
で
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
事
業
運
営
し
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

中
澤
議
員　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

や
リ
フ
ト
導
入
の
助
成
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

向
山
町
長　

人
材
確
保
に
つ

い
て
は
葛
藤
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
処
遇
改

善
に
よ
り
魅
力
あ
る
職
業
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
を
望
ん

で
お
り
、
町
全
体
の
中
で
着

地
点
を
見
出
し
て
い
く
た
め
、

難
し
い
選
択
を
し
て
い
る
。

中
澤
議
員　

介
護
施
設
で
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
に
は
介
護
人

材
確
保
対
策
の
取
り
組
み
が

重
要
と
考
え
る
が
。

向
山
町
長　

介
護
人
材
確
保

の
た
め
の
環
境
整
備
は
、
第

一
義
的
に
は
国
の
責
任
が
重

い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
で
で
き

る
こ
と
も
あ
り
一
歩
一
歩
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
町
に
は
有
資
格
の
介
護

人
材
も
潜
在
し
て
い
る
の
で
、

仕
事
に
足
が
向
く
よ
う
人
材

確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
は

エ
ン
ド
レ
ス
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

中
澤
議
員　

認
定
子
ど
も
園

４
園
の
保
育
士
配
置
の
状
況

と
、
入
園
を
希
望
す
る
子
ど

も
た
ち
の
受
入
れ
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

向
山
町
長　

児
童
福
祉
施
設

の
基
準
に
基
づ
い
た
人
員
配

置
に
よ
り
適
正
に
運
営
さ
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
認　
　

定
子
ど
も
園
に
入
園
を
希
望

し
た
児
童
は
、
各
園
の
努
力

に
よ
り
希
望
者
全
員
が
入
園

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
澤
議
員　

他
の
自
治
体
で

は
、
独
自
の
支
援
策
に
よ
り

保
育
士
確
保
に
努
め
て
い
る

が
、
支
援
策
の
考
え
は
。

向
山
町
長　

民
間
の
事
業
者

に
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
は
、

大
変
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
安
定
し
た

人
材
を
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
町
と
し
て
非
常
に
重

要
な
こ
と
と
も
考
え
て
い
る
。

各
事
業
者
と
密
に
連
携
を
図

り
、
町
と
し
て
応
援
で
き
る

よ
う
な
方
策
が
見
い
だ
せ
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

園児と遊ぶ保育士さん（認定こども園）

利用者さんと介護士さん（デイサービスセンター）

介
護
人
材
の
現
状
と
確
保
策
は

確
保
の
た
め
の
環
境
整
備
は

　
　
　
　
　
　
　

エ
ン
ド
レ
ス
で
（
町
長
）

福　祉



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号　

一般

質問

共

－荒生　博一　議員－

「スマート農業」への取り組みの進捗状況は

関連技術の収集や課題の研究、調査を
　　　　　　　　　　　　　行っている（町長）

農
　
業

荒
生
議
員　

農
家
戸
数
の
減

少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
I
C
T
、

I
o
T
、
A
I
な
ど
を
活
用

し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
へ

の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
富
良
野
沿
線
で
の
展

開
と
本
町
の
展
開
は
。

向
山
町
長　

本
町
に
お
い
て

は
、
東
中
地
区
で
「
東
中
地

域
I
C
T
農
業
実
証
研
究

会
」
が
す
で
に
設
立
さ
れ
、

農
業
I
C
T
活
用
に
向
け
関

連
技
術
の
収
集
や
課
題
の
研

究
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
富
良
野
管
内
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
よ
り
J
A

ふ
ら
の
で
ホ
ク
レ
ン
R
T
K

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

は
人
工
衛
星
を
利
用
し
て
位

置
情
報
を
取
得
し
て
い
た
が
、

R
T
K
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

よ
り
精
度
の
高
い
運
用
が
可

能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
耕
起

や
播
種
作
業
等
へ
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
農

業
者
・
農
業
団
体
の
皆
様
と

情
報
共
有
を
図
り
、
併
せ
て

将
来
を
担
う
I
C
T
技
術
習

得
に
対
す
る
支
援
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

荒
生
議
員　

J
A
ふ
ら
の
で

ホ
ク
レ
ン
の
R
T
K
シ
ス
テ

ム
を
令
和
２
年
度
よ
り
導
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
基
地

局
の
場
所
及
び
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
方
々
の
利
用
料
金

の
形
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

狩
野
農
業
振
興
課
長　

場
所

に
つ
い
て
、
中
富
良
野
町

の
J
A
中
富
良
野
支
所
に

ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
て
お
り
、

R
T
K
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料

と
し
て
は
、
年
間
５
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

荒
生
議
員　

基
地
局
よ
り
発

信
さ
れ
る
シ
グ
ナ
ル
の
エ
リ

ア
カ
バ
ー
は
。

狩
野
農
業
振
興
課
長　

J
A

中
富
良
野
支
所
の
ア
ン
テ
ナ

か
ら
半
径
20
キ
ロ
以
内
と
い

う
範
囲
に
な
る
の
で
、
上
富

良
野
町
は
全
て
網
羅
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
事

業
に
踏
み
切
っ
た
。

荒
生
議
員　

本
町
に
お
い
て
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
を
早
期
に

利
用
し
た
い
お
考
え
の
農
家

は
、
現
在
何
件
く
ら
い
い
る

の
か
。

狩
野
農
業
振
興
課
長　

現
在
、

Ｊ
Ａ
で
も
取
り
組
み
を
検
討

さ
れ
て
い
る
農
家
を
対
象
に

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
件
数

自
体
は
ま
だ
20
数
件
だ
が
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

荒
生
議
員　

こ
れ
か
ら
の
時

代
、
通
信
網
の
整
備
が
一
つ

第８次上富良野町農業振興計画・実践プラン

の
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。

必
ず
将
来
に
は
ス
マ
ー
ト
農

業
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

向
山
町
長　

最
先
端
技
術
を

活
用
し
た
農
業
は
、
想
像
つ

か
な
い
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で

進
ん
で
い
る
。
皆
様
に
広
く

活
用
い
た
だ
く
た
め
、
町
と

し
て
は
し
っ
か
り
と
情
報
収

集
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に

応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

本年４月より利用可能となるホクレン RTK システム

※「RTK」とは「リアルタイムキネマティック」の略で、地上に設置した基準局か
　　らの位置情報データによって、高い精度の即位を実現する技術のこと

※



 かみふらの議会だより第１０６号

一般質問

凶

－米沢　義英　議員－

予約型乗合タクシーの利便性の改善を

改善は難しい（町長）

福
　
祉

米
沢
議
員　

学
校
給
食
は
子

ど
も
の
成
長
を
育
む
大
切
な

も
の
で
、
管
理
栄
養
士
が
学

校
へ
出
向
い
て
児
童
生
徒
に

食
の
大
切
さ
の
話
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
憲
法
で
は
、
義

務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
に

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町
に

お
い
て
は
、
学
校
給
食
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て
、
検
討
を

す
べ
き
で
は
。

服
部
教
育
長　

学
校
給
食
法

に
お
い
て
は
、
食
材
の
購
入

に
要
す
る
費
用
は
、
保
護
者

負
担
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
給
食
費
の
全
額
を
食

材
の
購
入
費
に
あ
て
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
他
、

施
設
及
び
整
備
に
要
す
る
経

費
並
び
に
人
件
費
な
ど
学
校

給
食
の
運
営
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

給
食
費
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

定
額
の
助
成
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
要
保
護
、
準
要
保

護
世
帯
に
対
し
て
は
、
全
額

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
法
に
基
づ
き
保

護
者
に
給
食
費
の
負
担
を
い

た
だ
き
な
が
ら
町
か
ら
の
定

額
助
成
、
就
学
助
成
等
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

新
た
に
給
食
費
軽
減
策
を
設

け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

米
沢
議
員　

予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
は
、
利
用
者
か
ら
も

喜
ば
れ
て
い
る
。
一
方
で
利

用
者
か
ら
は
、
増
便
や
料
金

等
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が

あ
る
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

向
山
町
長　

予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
な

ど
、
交
通
弱
者
の
生
活
支
援

や
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
内
に
お

け
る
移
動
手
段
の
確
保
策
と

し
て
、
実
施
し
て
い
る
。

通
常
の
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な

利
用
方
法
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
乗
車
時
間
や
乗
車
方
法

に
は
一
定
の
条
件
を
設
け
て

利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、

運
行
時
間
や
料
金
設
定
等
に

つ
い
て
、
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
運
行
委
託
業
者

の
タ
ク
シ
ー
事
業
へ
の
影
響

や
運
転
手
の
確
保
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
運
用
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
増
便
等
へ
の

対
応
は
難
し
い
。

平成 29 年度予約型乗合タクシー利用者アンケート

上富良野学校給食センター発行の給食だより３月号

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
を

給
食
費
軽
減
策
は

　
　
　
　
　
　

考
え
て
い
な
い
（
教
育
長
）

教　育



協                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号

一般　

質問

－佐川　典子　議員－

ふるさと納税を子育て支援に使えるように

特異性のアピールが必要な時検討する（町長）

子 

育 

て

小
規
模
企
業
振
興
条
例
を
制
定
し
て
は

関
係
者
と
条
例
制
定
の
方
向
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
め
た
い
（
町
長
）

商　工

佐
川
議
員　

国
は
平
成
26
年

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の

中
に
、
全
国
３
８
５
万
の
中

小
企
業
、
中
で
も
そ
の
９
割

を
占
め
る
小
規
模
事
業
者
は
、

地
域
の
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
極
め
て
重
要
な
存
在
と
し
、

国
・
町
・
支
援
機
関
・
商
工
会
・

金
融
機
関
等
の
連
携
協
力
の

責
務
を
規
定
し
た
。
町
で
第

１
次
上
富
良
野
町
商
工
業
振

興
計
画
が
策
定
さ
れ
、
伴
走

型
支
援
や
国
の
持
続
化
補
助

金
と
町
独
自
の
持
続
化
補
助

金
に
よ
り
、
支
援
体
制
の
構

築
が
進
み
、
平
成
31
年
に
第

２
次
上
富
良
野
町
商
工
業
振

興
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。「
条

例
」
を
制
定
し
て
い
る
の
は
、

上
川
管
内
で
は
富
良
野
市
・

中
富
良
野
町
・
美
瑛
町
・
占

冠
村
・
鷹
栖
町
・
愛
別
町
・

和
寒
町
・
美
深
町
な
ど
で
、

平
成
28
年
頃
か
ら
急
速
に
条

例
制
定
の
動
き
が
あ
る
。
今

回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

係
す
る
事
業
等
に
即
座
に
対

応
で
き
る
。
ま
た
、
過
去
に

町
長
が
議
員
の
時
に
質
問
し

て
お
り
、
今
回
の
質
問
の
再

燃
に
も
効
力
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
町
の
今
後
の
動
き
と
、

制
度
の
充
実
拡
大
に
つ
い
て

伺
う
。

向
山
町
長　

町
は
、
実
効
性

に
重
点
を
置
き
、
計
画
に
基

づ
く
各
施
策
事
業
を
展
開
し

て
い
る
が
、
第
３
次
商
工
業

振
興
計
画
策
定
に
合
わ
せ
商

工
会
な
ど
の
御
意
見
を
参
考

に
方
向
性
を
定
め
た
い
。

佐
川
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
準
ず
る
モ
ニ

タ
ー
商
品
が
扱
わ
れ
て
３
年

目
の
令
和
元
年
度
は
、
約

２
億
１
千
２
０
０
万
円
越
え

と
な
っ
た
。
寄
附
者
が
選
ぶ

寄
附
の
「
使
わ
れ
方
」
の
項

目
に
、
子
育
て
支
援
の
項
目

が
な
い
。
少
子
化
が
進
む
自

治
体
に
と
っ
て
、
子
育
て
支

援
の
財
源
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
将
来
の
施
策
の
充
実

実
現
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

寄
附
者
に
も
わ
か
り
や
す
く

賛
同
を
得
ら
れ
や
す
い
。
子

ど
も
は
宝
で
あ
り
、
上
富
良

野
町
の
将
来
の
希
望
に
繋
が

る
存
在
。
早
急
に
「
子
育
て

支
援
の
充
実
事
業
（
仮
称
）」

を
追
加
す
べ
き
。
他
の
町
で

は
重
要
施
策
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
本
町
と
の
考
え
方
の

違
い
は
何
な
の
か
伺
う
。

向
山
町
長　

特
化
は
難
し
い

が
活
力
が
削
が
な
い
よ
う
な

事
へ
の
活
用
と
い
う
事
は
非

常
に
大
事
で
あ
る
の
で
、
そ

う
い
う
意
味
で
捉
え
る
事
も

一
つ
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

子どもの笑顔で明るい町に

北海道小規模企業振興条例の概要の一部



一般質問

 かみふらの議会だより第１０６号匡

－髙松　克年　議員－

新型コロナウイルス肺炎への町の対応は

感染予防に全力で対処（町長）

保
　
健

髙
松
議
員　

貿
易
自
由
化
へ

の
下
で
第
８
次
農
業
振
興
計

画
が
果
た
す
役
割
は
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
指
針
と
し
て
重
要

と
考
え
る
。
平
成
29
年
は
生

産
額
89
億
１
千
万
円
で
、
５

年
後
の
生
産
目
標
額
が
90
億

円
と
あ
る
。
こ
れ
に
と
ど
め

た
根
拠
は
。

向
山
町
長　

生
産
農
業
所
得

統
計
を
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、

作
物
統
計
を
用
い
按
分
し
て

お
り
、
デ
ー
タ
の
客
観
性
を

重
視
し
、
90
億
円
と
定
め
た
。

髙
松
議
員　

生
産
額
１
％

ア
ッ
プ
に
違
和
感
が
あ
る
。

農
水
省
の
令
和
７
年
目
標
生

産
量
は
、
米
の
ほ
か
す
べ
て

の
作
目
で
増
加
だ
が
。

向
山
町
長　

客
観
性
が
あ
る

数
値
を
掲
げ
て
い
る
。

髙
松
議
員　

有
害
鳥
獣
被
害

額
が
、
２
千
８
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
対
策
は
。

向
山
町
長　

猟
友
会
に
平
成

31
年
度
は
銃
、
わ
な
で
24
名

に
駆
除
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

今
後
も
猟
友
会
の
協
力
は

不
可
欠
で
あ
り
、
狩
猟
免
許

取
得
費
助
成
を
行
い
、
担
い

手
育
成
推
進
を
図
る
。

髙
松
議
員　

ス
マ
ー
ト
農
業

は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
だ
け
で
な

く
、
農
業
技
術
の
多
岐
に
渡

る
。
農
業
技
術
を
数
値
化
し
、

高
度
利
用
に
は
デ
ー
タ
集
積

が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
る
が
。

向
山
町
長　

研
究
機
関
、
民

間
事
業
者
に
委
ね
る
べ
き
と

こ
ろ
と
押
さ
え
て
い
る
。

髙
松
議
員　

道
内
で
１
１
１

名
が
感
染
者
と
確
認
さ
れ
、

市
中
感
染
と
呼
ば
れ
、
感
染

経
路
に
不
明
な
部
分
が
あ
る
。

町
の
対
応
は
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

向
山
町
長　

道
内
で
３
名
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
上
川
管

内
で
も
感
染
者
数
の
増
加
に

よ
り
国
内
で
拡
大
期
に
移
行

し
、
町
対
策
本
部
を
設
置
し

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
講
演

会
、
公
共
施
設
利
用
中
止
の

決
定
等
、
対
応
し
て
い
る
。

一
刻
も
早
い
終
息
を
願
う
も

の
で
あ
り
、
国
・
道
か
ら
情

報
収
集
し
、
町
民
へ
の
感
染

予
防
対
策
に
全
力
を
尽
く
す
。

髙
松
議
員　

町
内
で
感
染
者

が
出
た
場
合
の
町
民
周
知
は
。

向
山
町
長　

道
は
当
事
者
の

同
意
が
な
い
と
市
町
村
名
を

公
表
し
な
い
と
し
て
い
る
。

難
し
い
点
も
あ
る
が
、
今
現

在
ま
で
と
っ
て
い
る
対
策
等

を
延
長
す
る
こ
と
が
理
に
か

な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。

町配布パンフレット

第８次農業振興計画書

第
８
次
農
業
振
興
計
画
の
展
開
は

目
標
生
産
額
90
億
円
を
計
画
に
置
く
（
町
長
）

農　業　

※数値は３月 10 日のものです



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０６号卿

今さら聞けない議会のコト　その２

つづく

らべとんと サトル先生の

生で議会を見ることを「傍聴」と言って、基本的には※誰

でも傍聴できるよ

ぼうちょう

ぼうちょう

きほんてきぎかいなま だれみ

私も議会を見ることはできますか？
ぎかいわたし み

役場 3 階の受付で名前を書いたらボッ

クスに入れて、一番奥にある入り口か

ら入ってね。通路は左右どちらでも構

わないよ。

やくば かい うけつけ なまえ か

い いちばんおく い ぐち

はい つうろ さゆう かま

傍聴する際、気をつけること

はありますか？

ぼうちょう さい き

傍聴する人が多いと盛り上がりそうですね♪
ぼうちょう ひと おお も あ

※異様な服装の方、お酒を飲んでいる方などは、議長により退室を命ぜられることがあります。
いよう ふくそう かた さけ の かた ぎちょう たいしつ めい

傍聴人の多い少ないは、町長も議員も町民の代表として一

生懸命に取り組む姿勢に大きく影響はしないよ。でも、議

会全体の緊張感が高まるのは間違いないね。感情のこもっ

た言葉のやり取りを聞くことで、今何が重要な問題、課題

なのかを早く知る人が増えるということは、町にとっても

大きいね。

ぼうちょうにん おお すく ちょうちょう ぎいん ちょうみん だいひょう いっ

しょうけんめい と く しせい おお えいきょう ぎ

かいぜんたい きんちょうかん たか まちが かんじょう

ことば と き いまなに じゅうよう もんだい かだい

はや し ひと ふ まち

おお

当たり前だけど、町の大切な相談をしているのだか

ら私語は慎んでね。基本的には飲食や撮影も禁止だ

よ。中央に会議の資料があるから、それを見るとよ

り内容がわかるね。

しご つつし

あ

いんしょく

まえ まち たいせつ そうだん

さつえい きんし

ちゅうおう かいぎ しりょう

ないよう

きほんてき

み

※基本的に小さなお子さま連れでも入場可能ですが、議事進行にご配慮願います。
きほんてき ちい こ づ にゅうじょうかのう ぎじしんこう はいりょねが
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◆
町
議
会
災
害
対
策
支
援
本
部
の

　
　
　
　
　
　
　
設
置
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
２
月
20
日
、
令
和
元
年
度
十
勝
岳
噴
火
総

合
防
災
訓
練
実
施
に
伴
っ
て
町
災
害
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
た
た
め
、
上
富
良
野
町
議
会
と
し
て
も
災
害
対
策

支
援
本
部
を
設
置
し
て
、
議
員
の
招
集
伝
達
及
び
参
集

訓
練
を
、
ま
た
、
情
報
共
有
訓
練
を
議
員
10
名
が
参
加

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
災
害
対
策
本
部
会
議
を
視
察
し
て
、
各

防
災
関
係
機
関
と
の
災
害
状
況
及
び
対
応
等
を
確
認
・

協
議
し
て
い
る
状
況
を
視
察
す
る
な
ど
、
所
期
の
訓
練

目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
さ
ら
に
「
上
富
良

野
町
議
会
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の
対
応
要
領
（
平
成

30
年
12
月
６
日
決
定
）」
に
基
づ
く
災
害
対
応
を
迅
速
に

行
う
た
め
、
訓
練
の
継
続
や
訓
練
で
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
な
ど
を
総
括
し
て
、
熟
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

２
月
13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

14
日　

第
11
回
議
会
懇
談
会

　
　

25
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

26
日　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

         

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

３
月
４
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　

５
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　

10
日　

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　

11
日　

第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

　
　

12
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
１
日
目
）

　
　

13
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
２
日
目
）

　
　

16
日   

予
算
特
別
委
員
会
（
３
日
目
）

　
　

17
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
４
日
目
）

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

18
日　

第
１
回
定
例
会
（
５
日
目
）

　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

      

30
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

４
月
７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

９
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

      

21
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　
　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
議
会
で
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・

町
議
会
で
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
1212

月
に
定
例
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨

月
に
定
例
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
議
会
の
傍
聴
は
、
最
も
身
近
な
議
会
活
動
に
触
れ

の
傍
聴
は
、
最
も
身
近
な
議
会
活
動
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
で
す
。
議
会
で
は
住
民
生
活

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
で
す
。
議
会
で
は
住
民
生
活

に
関
わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審
議
し
て
い
ま

に
関
わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審
議
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
の
ほ
か
に
も
議
員
が
行

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
の
ほ
か
に
も
議
員
が
行

政
（
町
長
や
教
育
長
）
へ
質
問
を
す
る
「
一
般
質
問
」

政
（
町
長
や
教
育
長
）
へ
質
問
を
す
る
「
一
般
質
問
」

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
、
役
場
３
階
の
議
場
ま
で
お

で
、
ご
確
認
の
う
え
、
役
場
３
階
の
議
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　　
　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
―
　
お
問
い
合
わ
せ
　
―

　
―
　
お
問
い
合
わ
せ
　
―

上
富
良
野
町
議
会
事
務
局

　

上
富
良
野
町
議
会
事
務
局

　
　　
拶
盈
拶
盈
６
９
９
２

６
９
９
２

議
会
の
窓

６
月
６
月
2424
日
（
水
）・

日
（
水
）・
2525
日
（
木
）
で
す

日
（
木
）
で
す

旭日単光章　受章旭日単光章　受章

令和２年２月 27 日発令

元町議会副議長（平成４年～平成 11 年）

元町議会議員（昭和 54 年～平成 11 年）

西１線北 24 号

※
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

※
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
に
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

感
染
症
の
予
防
に
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

故 海江田　博信さん（満 86 歳）
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No.

106

発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委

員

長　
　

髙　

松　

克　

年

副
委
員
長　

   

小
田
島　

久　

尚

委

員　
　

元　

井　

晴　

奈

　
　
　
　
　
　

米　

沢　

義　

英

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

大　

輔

　
　
　
　
　
　

小　

林　

啓　

太

■
春
分
の
日
が
過
ぎ
、
陽
だ
ま
り
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

福
寿
草
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
で
、
町
の
経
済
や

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

■
そ
ん
な
日
常
を
感
じ
な
が
ら
、
議
会
広
報
特
別
委
員

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
決
め
原
稿
作
成
し
、
紙

面
に
貼
り
付
け
、
見
出
し
や
文
字
の
誤
字
脱
字
・
誤
り

が
な
い
か
を
チ
エ
ッ
ク
し
、
試
行
錯
誤
の
中
で
紙
面
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

■
議
会
だ
よ
り
が
読
者
の
皆
さ
ん
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

日
差
し
も
強
く
な
り
桜
の
開
花
も
進
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
今
ま
で
と
違
う
生
活
に
違
和

感
を
覚
え
な
が
ら
の
毎
日
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

街
に
少
し
で
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
、
皆
さ

ん
と
共
に
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
沢　

記
）

移
住
を
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

改
め
て
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
考
え
た
と
き
に
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド(

訪
日
外
国
人
旅
行)

を

含
め
た
観
光
産
業
が
と
て
も

有
望
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
Ａ
Ｉ(

人

工
知
能)

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

ず
、
外
貨
で
収
入
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り

い
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ま
し
た
。
東
京
に
い
る
と
仕

事
中
心
の
生
活
に
な
っ
て
し

ま
い
、
自
然
の
中
で
生
き
る
暮

ら
し
に
も
魅
力
を
感
じ
、
そ
し

て
も
う
ち
ょ
っ
と
お
金
よ
り

時
間
を
大
切
に
す
る
暮
ら
し

を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
理
由
で
す
。
そ
ん

な
中
で
仕
事
以
外
に
も
自
分

が
本
当
に
し
た
い
こ
と
を
す

る
人
生
を
歩
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

かおる

ど
う
や
っ
て
住
む
家
は
探
し
ま
し
た
か
？

　

ど
う
せ
住
む
な
ら
自
由
に

使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
多
く
あ

る
広
い
土
地
の
家
を
買
い
た

い
と
思
い
、
離
農
し
た
農
家
さ

ん
の
家
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
北
海
道
を
訪

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
家
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
時
、
国
道
か
ら
は
ち
ょ
っ
と

離
れ
て
る
ん
だ
け
ど
…
と
紹

介
さ
れ
た
の
が
な
ん
と
森
付

き
の
物
件
で
、
そ
こ
を
見
た
時

に
「
こ
こ
だ
！
」
と
。
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
自
分
が
育
っ

た
森
が
あ
る
と
い
う
の
は
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

小
さ
い
子
供
た
ち
と
一
緒
に
移
住
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

東京時代の井上さん

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
学
歴

の
価
値
は
相
対
的
に
下
が
り
、

学
歴
よ
り
『
生
き
る
力
』
の
方

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
の
で
学
歴
を
得
る

の
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す

よ
り
、
自
然
と
触
れ
合
っ
た

り
、
子
供
の
時
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
に
時
間
を
使
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
し
て
将
来
、
語

学
や
国
際
感
覚
を
得
る
た
め

に
、
海
外
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

留
学
に
行
っ
た
ら
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
ま
す
。

ど
う
し
て
上
富
良
野
に
移
住
を
決
め
た
の
で
す
か
？

　

広
く
北
海
道
を
見
て
回
っ

た
際
に
、
特
に
美
瑛
・
富
良
野

エ
リ
ア
に
観
光
地
と
し
て
の

将
来
性
の
高
さ
と
ブ
ラ
ン
ド

力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
純
粋
に
景
観
が
と
て
も
気

に
入
り
ま
し
た
。
丘
が
広
が
る

農
村
風
景
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で

家
族
と
共
に
生
活
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

実
際
に
上
富
良
野
に
来
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　

非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

景
色
や
星
空
は
と
て
も
綺
麗
、

車
で
10
分
で
通
勤
で
き
る
の

も
と
て
も
快
適
で
す
。
満
員
電

車
に
も
乗
ら
な
く
て
い
い
で

す
し
ね
。
東
京
で
は
日
々
忙
し

く
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
今
は

落
ち
着
い
て
日
々
の
情
報
を

職業：

　上富良野町地域おこし協力隊

２０１９年に妻・子供３人と共に

東京から上富良野に移住。大手石

油会社、ケンブリッジ大学院修士

号取得、外資系大手通信社勤務を

経て現職。現在は十勝岳観光協会

でロケツーリズムなどに携わる。

井上馨さん

冷
静
に
整
理
で
き
た
り
、
家
族

と
一
緒
の
時
間
も
増
え
ま
し

た
。


